
2021.4

No.10

2020-21 年度会長　ホルガー ・ クナーク　　2021 年 3 月

ローターアクターが素晴らしいリーダーになる可能性を私はこれまで目の当たりにしてきたので、 3 月 8 日から 14 日

の世界ローターアクト週間が毎年楽しみでなりません。 今年開催する全 3 回の会長主催会議では、 どの回でもロー

ターアクターを重点的にとりあげます。 2 年前に規定審議会がローターアクトクラブの地位を高めて国際ロータリーの

加盟クラブとして認めた際には、 ローターアクトクラブのことをとても誇らしく思いました。 それ以前にも、 規定審議

会はすでに二重会員身分を認めており、 それからほどなくして理事会がローターアクトの年齢制限を廃止する決定

を下しています。

しかし、 私たちの旅路は始まったばかりです。 効果的な連携というのは自然に生まれるものではありません。 双方

が心を開き、世代間の連携の価値を分かっている必要があるのです。 ローターアクトとロータリー両方に所属するルー

イ ・ ド ・ レアルさんがこう話してくれました。

「バーチャルの合同会合で、 ローターアクターがロータリアンに新しいアイデアやツールを教えてくれたので、 クラブ

間で協力する新しい方法を実践するようになりました。 ウイルスの世界的流行と緊急事態対応に関しては、 ローター

アクトクラブはソーシャルメディアを使って連携して活動し、 情報を拡散し、 資金を集めます。 一方、 ロータリークラ

ブはネットワークとリソースを活用して支援を強化し、 輸送などを手配し、 地域社会に物資や奉仕活動を提供します。

2021 年 3 月 13 日にローターアクト全国研修会が開催されました！ 

今回の全国研修会ではローターアクトが国際ロータリーの加盟クラブになることや、 それに伴い、 会員増強にどう結びつけていくかなど、 活発な議論が

展開されました。

また、 今から 50 年前の 1968 年 3 月 13 日、 米国ノースカロライナ州シャーロットで初のローターアクトクラブが創設され、 日本では同年 6 月に川越ロー

ターアクトクラブが創設され、 日本でも今年は 50 周年の節目となるそうです。

【総評】※一部抜粋　第２５１０地区パストガバナー　羽部大仁様

時代の変化の中でロータリーに関する様々なことが起きている、 内部でも様々な問題がある。 ロータリアンもしっかりと勉強することが必要です。 若手

の育成はロータリアンの使命であります。 アクトも同じ行動隊として超我の奉仕を目指してアクトがパートナーとして末永く続く状況を作りましょう。

ローターアクターの変革的なバーチャルでの活動と専門能力開発の活動にインスピレーションを受けて、 ロータリアンはそういった活動を支援し、 自分た

ちも身を乗り出すようになりました。 一方ローターアクターたちは、 今回の流行で、 バーチャル・プラットフォームを使えばロータリークラブとすぐにつながり、

連携できることを学びました。 こうして頻繁に協働する中で、 ロータリーとローターアクトは本当にお互いを補完しあう存在であることを私たちは悟りました。

同じ組織の、 共通の目標を分かちあうパートナーなのです。」※一部抜粋

私はロータリークラブとローターアクトクラブの間に何ら違いはないと思っています。 平均年齢は違うかもしれませんが。

多くのロータリアンがローターアクトをいまだに青少年の団体としてとらえていますが、 私の考えは違います。 私にとっては、 ローターアクトは私たちの一部

であり、私たちと似た存在なのです。 どちらも栄えていくためには、互いに敬意を抱かなくては。 互いを対等の存在としてみなければなりません。 ローター

アクターをありのままに理解しましょう。 彼らは学生であり、 若きリーダーたちです。 しかし同時に、 2014 年にベルリンで開催したロータリー研究会 （とさ

らに 5 カ国語での分科会） を計画し、 手配し、 運営をこなす、 有能なマネージャーであり実業家でもあるのです。

ともにこの旅路に発つにあたって、 ロータリーとローターアクトの強みを忘れないようにしましょう。 そして、 ルーイが言うように、 今すぐ手を携えて一緒に

未来を築きはじめましょう。 そうする中で、 ロータリーのためにいくつもの機会の扉を開くことができるのです。
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＜掛川 RC/ 伊東 RC 周年記念＞

【掛川ロータリークラブ】

クラブ創立 45 周年を迎えられました。 記念例会は中止となりましたが記念事業として、 新型コロナウ

イルス感染対策の最前線を支えていらっしゃる医療関係者の皆様への感謝の気持ちとエールを込め

て、 中東遠総合医療センターへの寄附金が贈呈されました。

また、 コロナ禍の今のひとりひとりの思いを 5 年後の自分へのメッセージとしてタイムカプセルにつめ

込み、 創立 50 周年記念例会で開封されるようです。

下部 ： 新聞記事

ご無沙汰しております。 奨学生の笠松です。 昨今いかがお過ごしでしょうか。

1 月末に先学期の期末テストを終えて無事全ての単位を取得し、 1 週間の休暇の後、 先週から早くも二学期目が始まりました。

こちらコペンハーゲンでは相変わらずロックダウンが続いており、 学校や図書館等の公共施設は閉鎖、 レストランも店内での飲食は禁止されています。

また、 新型コロナウイルス感染症と闘う医療従事

者に感謝を伝えようと、 掛川ロータリークラブは 25

日、 掛川市のつま恋リゾート彩の郷で花火の打ち

上げを行いました。

創立 45 周年記念イベントの一環。 つま恋の協力

でイルミネーションが点灯され、 役員たちが花火と

電飾の共演を見届けました。 120 発の花火を 4

分間にわたって打ち上げ、 打ち上げ場所は市内

の中東遠総合医療センターから見えるよう定めた

そうです。

2620 地区から奨学生としてコペンハーゲンへ行っている笠松美紀さんから近況報告が届きました！

当初予定していた記念式典は感染症対策のため中止し、 密を防ぐため花火の事前告知も行いません

でしたが、 実行委員長の対崎育代さんは 「今できることをみんなで考えた。 花火を通じて一瞬でも穏

やかな気持ちになってもらえれば」 と願いを込めたそうです。

【伊東ロータリークラブ】

クラブ創立 65 周年を迎えられました。 記念例会等は現状を鑑み、 6 月に延期されました。

現状では 2 月末までの予定ですが、 既に期限は何度も延長されておりますので今後の見通しも不明瞭

です。

大学は既に 4 月 1 日までの校舎の閉鎖とオンライン授業の継続を決定しており、 二月末に予定してい

たフィールドワークも中止になりました。 しかしながら、 代わりにオンラインフィールドワークを実施するこ

とになり、 最初は戸惑いもありましが、 今は新しい研究を始められることに対してわくわくしています。

現地ロータリークラブの会合も全てオンラインに移行していますが、 先日私自身に関するプレゼンテー

ションの機会を設けて頂きました。

こちらは海も湖も凍る寒さが続いていますが

（写真添付します）、 体調に気をつけて

今できることを進めていきます。

以上、 3 か月ごとのご報告とさせて頂きます。 　

質問等ございましたらお気軽に

お問い合わせ下さい。

春寒の候、 どうぞ体調には気をつけて

お過ごしください。


